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総
務
課
の
業
務
は
、「
職
員
に
関
す
る

こ
と
」「
防
災
や
情
報
公
開
に
関
す
る
こ

と
」「
条
例
・
規
則
な
ど
例
規
に
関
す
る

こ
と
」
な
ど
で
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ま
を
災
害
か
ら
守
る
た
め

に
、
今
年
度
、
防
災
行
政
無
線
の
整
備
と

地
域
防
災
計
画
の
見
直
し
に
取
り
組
み
ま

す
。

　

ま
た
、
町
民
が
求
め
る
職
員
像
を
明
確

に
し
、
職
員
の
意
欲
と
能
力
を
最
大
限
に

引
き
出
す
た
め
の
、
組
織
的
な
取
り
組
み

を
定
め
た
人
材
育
成
基
本
方
針
を
策
定

し
、
職
員
の
人
材
育
成
に
努
め
ま
す
。

●
総
務
課
長　

木
付　

尚
巳

☎
73
‐
３
１
５
０

　

財
政
課
で
は
、
各
課
の
さ
ま
ざ
ま
な
行

政
課
題
の
解
決
や
実
現
の
た
め
に
提
出
さ

れ
た
予
算
案
を
、
財
政
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮

し
な
が
ら
適
切
に
予
算
執
行
す
る
た
め
の

審
査
・
調
整
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

十
分
な
交
付
税
が
見
込
め
な
い
中
、
不

況
に
よ
り
税
収
も
落
ち
込
ん
で
い
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
緊
縮
型
の
予
算
編
成

ば
か
り
で
は
町
の
発
展
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

厳
し
い
財
政
状
況
の
中
で
は
あ
り
ま
す

が
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
や
学
校
施
設
の
耐
震

化
な
ど
を
計
画
的
に
進
め
、
限
ら
れ
た
予

算
で
最
大
の
効
果
が
発
揮
で
き
る
よ
う
に

財
政
運
営
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

●
財
政
課
長　

高
倉　

伸
介

☎
73
‐
３
１
５
３

　

政
策
推
進
課
は
、
本
年
度
か
ら
新
た
に

新
設
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
町
民
皆
さ
ま
方
か
ら
愛
さ
れ
る

役
場
を
目
指
し
、
職
員
の
意
識
改
革
に
取

り
組
み
ま
す
。

　

ま
た
、開
か
れ
た
町
政
を
目
指
し
、ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
や
町
報
で
積
極
的
な
情
報
提
供

を
行
う
と
と
も
に
、
町
政
モ
ニ
タ
ー
の
活

用
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
ア
ン
ケ
ー
ト
な

ど
を
通
し
て
、
気
軽
に
意
見
を
言
え
る
体

制
づ
く
り
を
整
え
て
い
き
ま
す
。

　

日
出
町
の
将
来
を
見
据
え
、
住
み
や
す

い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
、
ス
タ
ッ
フ
一

同
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

●
政
策
推
進
課
長　

越
智　

好

☎
73
‐
３
１
１
６

防災計画の
見直しと
人材育成

限られた予算で
最大の効果を

将来を見据えた
 住みやすい
  まちづくりを

「課長からの宣言書」
　今年度機構改革により、企画振興課が廃止になり政策推進課
が新たに発足し、都市建設課内に契約検査室が設置されました。
　なかなか見えにくい役場の仕事。そこで、今年度の各課の主
要施策や今年度の力の入れどころを、課長からのメッセージで
紹介します。



　

住
民
課
で
は
、
住
民
票
や
戸
籍
な
ど
の

届
け
出
や
証
明
書
の
交
付
の
ほ
か
、
パ
ス

ポ
ー
ト
の
申
請
・
交
付
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
国
民
年
金
に
関
す
る
相
談
や
各

種
手
続
き
、
さ
ら
に
、
人
権
啓
発
や
人
権

相
談
の
窓
口
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　

窓
口
業
務
は
、
役
場
に
お
い
て
町
民

サ
ー
ビ
ス
の
拠
点
で
あ
り
ま
す
。

　

住
民
の
皆
さ
ま
が
気
軽
に
安
心
し
て
手

続
き
や
相
談
が
で
き
る
よ
う
に
、
正
確
な

事
務
処
理
と
、
明
る
く
・
優
し
い
接
客
、

分
か
り
や
す
い
説
明
を
心
が
け
業
務
に
あ

た
り
ま
す
。

●
住
民
課
長　

酒
井　

保
彦

☎
73
‐
３
１
２
２

　

福
祉
対
策
課
は
、
障
害
福
祉
係
・
地
域

福
祉
係
・
子
育
て
支
援
係
の
３
係
を
設
置

し
、
誰
も
が
暮
ら
し
や
す
い
環
境
づ
く
り

を
目
指
し
業
務
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
自
殺
予
防
対
策
等
の
こ
こ
ろ

の
健
康
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

　

子
育
て
支
援
係
で
は
、
赤
ち
ゃ
ん
世
帯

へ
の
訪
問
支
援
を
行
う
と
と
も
に
、
放
課

後
児
童
の
居
場
所
と
し
て
、
藤
原
地
区
に

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
を
開
設
し
ま
す
。

　

今
年
度
新
設
し
た
地
域
福
祉
係
で
は
、

老
人
ク
ラ
ブ
の
活
性
化
な
ど
に
取
り
組
み

ま
す
。

●
福
祉
対
策
課
長　

合
田　

俊

☎
73
‐
３
１
２
１

　

健
康
増
進
課
で
は
、
親
切
・
丁
寧
を
基

本
に
笑
顔
で
接
客
し
て
い
ま
す
。

　

本
課
の
命
題
は
「
健
康
づ
く
り
」
と
「
介

護
予
防
」
で
す
。「
健
康
づ
く
り
は
自
分

の
力
で
」
を
基
本
に
、
特
定
健
診
や
が
ん

検
診
の
受
診
率
を
向
上
さ
せ
、
生
活
習
慣

病
の
予
防
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
等
の
充
実
を
図

り
、
高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
生
活

が
送
れ
る
よ
う
に
個
別
相
談
支
援
を
強
化

し
ま
す
。

　

関
係
団
体
と
の
連
携
を
密
に
し
、
健
康

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成
と
健
康
づ
く
り
を

推
進
し
ま
す
。

●
健
康
増
進
課
長　

河
野　

王
見

☎
73
‐
３
１
３
０

　

昨
今
の
低
迷
す
る
経
済
状
況
下
に
あ
っ

て
、
納
税
者
の
税
金
に
対
す
る
意
識
が
高

ま
り
、
税
に
対
す
る
ま
な
ざ
し
が
厳
し
く

な
っ
て
い
ま
す
。

　

町
税
の
課
税
を
円
滑
か
つ
効
率
的
に
進

め
る
た
め
に
は
、
公
平
・
適
正
な
課
税
の

推
進
を
図
り
、
税
に
対
す
る
納
税
者
の
信

頼
を
確
保
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
と
感
じ

て
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
課
税
客
体
等
の
的
確
な
把

握
を
行
い
、
適
正
な
課
税
を
行
い
ま
す
。

　

納
税
の
面
で
は
、
増
え
続
け
る
滞
納
に

歯
止
め
を
か
け
る
た
め
に
も
、
滞
納
整
理

に
力
を
入
れ
ま
す
。

●
税
務
課
長　

松
木　

俊
一
郎

☎
73
‐
３
１
２
３

明るく・優しい
接客を心がける

誰もが
暮らしやすい
環境づくりを

生活習慣病の
予防対策を
図る

税務行政の
理解と信頼を
高める



　

地
域
づ
く
り
と
観
光
が
一
体
と
な
っ
た

「
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
を
よ
り
一
層
推
進
し
ま

す
。
町
内
の
歴
史
、
文
化
、
グ
ル
メ
等
の

優
れ
た
地
域
資
源
を
磨
い
て
観
光
商
品
化

を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
ま
ち
歩
き
ガ
イ
ド
な
ど
観
光
人

材
の
育
成
、
観
光
客
に
優
し
い
観
光
標
識

を
整
備
し
、
観
光
客
の
受
け
入
れ
体
制
を

整
え
ま
す
。

　

日
出
町
は
交
通
の
要
衝
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
鉄
道
、
バ
ス
、
タ
ク
シ
ー
等
の
二
次

交
通
の
利
便
性
を
高
め
、
県
内
外
か
ら
の

観
光
客
を
呼
び
込
み
ま
す
。

●
商
工
観
光
課
長　

工
藤　

要
一

☎
73
‐
３
１
５
８

　

農
林
水
産
課
は
、
農
業
・
林
業
・
耕
地
・

水
産
業
・
地
籍
調
査
の
所
管
事
務
を
し
て

お
り
、
農
林
水
産
業
の
振
興
の
た
め
、
関

係
機
関
・
団
体
と
連
携
を
と
り
な
が
ら
事

業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

町
の
特
産
品
で
あ
る
「
城
下
か
れ
い
」

の
漁
獲
量
増
産
に
向
け
、
稚
魚
の
中
間
育

成
・
放
流
や
漁
場
環
境
整
備
の
一
環
と
し

て
藻
場
の
造
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
農
産
物
を
守
る
取
り
組
み
と
し

て
、
電
気
柵
設
置
に
対
す
る
助
成
や
本
年

度
か
ら
鳥
獣
侵
入
防
止
柵
を
整
備
す
る
な

ど
の
鳥
獣
被
害
防
止
対
策
を
行
い
ま
す
。

●
農
林
水
産
課
長　

村
井　

栄
一

☎
73
‐
３
１
２
７

　

都
市
建
設
課
で
は
、
よ
り
住
み
や
す
い

町
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
に
、
公
園
管
理

や
道
路
の
改
修
、
新
た
な
道
路
の
設
計
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
町
の
中
心
部
で
あ
る
高
校

跡
地
周
辺
整
備
と
し
て
、
駅
前
広
場
や
駅

舎
の
移
転
構
想
な
ど
を
本
格
的
に
始
め
ま

す
。

　

町
が
発
展
し
続
け
る
た
め
に
は
、
イ
ン

フ
ラ
整
備
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら

の
世
代
に
誇
れ
る
計
画
を
し
て
い
か
な
け

れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
地
域
の
皆
さ
ま
と
の

対
話
を
大
切
に
し
、
迅
速
な
対
応
に
努
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

●
都
市
建
設
課
長　

川
西　

求
一

☎
73
‐
３
１
７
２

　

地
球
温
暖
化
対
策
は
、
自
治
体
と
し
て

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
課
題
で
す
。

　

一
般
廃
棄
物
の
総
排
出
量
は
増
え
続
け

て
い
ま
す
。
ご
み
の
減
量
化
と
再
資
源
化

の
啓
発
に
努
め
、
ご
み
収
集
の
処
理
体
制

の
効
率
化
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
野
焼
き
、
空
き
地
の
管
理
、
犬
・

猫
の
ふ
ん
尿
害
、
餌
付
け
の
苦
情
が
絶
え

ま
せ
ん
。

　

町
民
が
良
好
な
環
境
の
も
と
、
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
よ
う
に
、
啓
発
な
ら
び
に
指

導
の
徹
底
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

●
生
活
環
境
課
長　

小
石　

英
介

☎
73
‐
３
１
２
８

地域資源を
磨いて観光
商品化を図る

特産品の増産と
農作物を守る
取り組みを強化

次世代に誇れる
都市整備計画を
進める

良好な住環境
整備へ。啓発・
指導の徹底

「課長からの宣言書」



　

町
税
・
手
数
料
等
の
公
金
の
収
納
や
、

町
が
契
約
し
た
工
事
、
委
託
、
物
品
購
入

な
ど
の
書
類
審
査
お
よ
び
支
払
い
な
ど
を

主
な
業
務
と
し
て
い
ま
す
。

　

公
金
の
支
出
内
容
が
適
正
で
あ
る
か
を

審
査
し
た
う
え
で
支
払
い
を
行
い
、
確
実

か
つ
安
全
で
有
利
な
公
金
の
管
理
・
運
用

を
行
う
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。

　

税
金
・
手
数
料
等
、
行
政
運
営
を
支
え

る
大
切
な
公
金
を
お
預
か
り
し
ま
す
の

で
、
適
正
な
支
出
と
公
金
の
確
実
な
管
理

に
取
り
組
み
ま
す
。

●
会
計
管
理
者
兼
会
計
課
長　

　

工
藤　

都
四
男

　
　
　
　
　
　
　

☎
73
‐
３
１
２
０

　

議
会
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
か
ら
直
接
選

ば
れ
た
議
員
に
よ
り
、
合
議
制
で
町
の
意

思
を
決
定
す
る
議
決
機
関
で
す
。

　

議
会
の
運
営
は
、
議
員
が
法
令
に
基
づ

い
て
行
い
ま
す
が
、
そ
れ
を
支
え
る
の
が

議
会
事
務
局
で
す
。

　

議
会
事
務
局
に
は
、
議
員
の
議
会
活
動

を
補
佐
し
、
議
員
の
活
動
基
盤
を
整
え
、

議
会
や
議
員
の
自
己
改
革
を
支
え
て
い
く

役
割
が
あ
り
ま
す
。

　

議
会
の
活
性
化
や
改
革
の
取
り
組
み
に

関
し
て
、
調
査
研
究
・
情
報
収
集
な
ど
の

要
求
に
応
え
、
改
革
が
ス
ム
ー
ズ
に
行
え

る
よ
う
に
補
佐
し
て
い
き
ま
す
。

●
議
会
事
務
局
長　

名
部　

憲
文

　
　
　
　
　
　
　
　

☎
73
‐
３
１
３
５

　

監
査
委
員
事
務
局
は
監
査
委
員
が
実
施

す
る
監
査
に
つ
い
て
、
あ
ら
か
じ
め
決
定

さ
れ
た
調
査
項
目
・
着
眼
点
に
基
づ
き
、

各
課
か
ら
提
出
さ
れ
た
監
査
資
料
の
調

査
・
分
析
を
行
い
、
監
査
委
員
を
補
助
す

る
機
関
で
す
。

　

監
査
結
果
は
議
会
や
町
長
等
に
提
出

し
、
あ
わ
せ
て
町
民
に
も
公
表
し
て
い
ま

す
。

　

監
査
が
効
率
的
に
実
施
で
き
る
よ
う

に
、
職
員
が
法
令
等
に
精
通
す
る
と
と
も

に
、
町
の
財
務
状
況
を
注
視
し
て
い
き
ま

す
。

●
監
査
委
員
事
務
局
長　

八
坂　

司

☎
73
‐
３
１
０
７

　

日
出
町
の
水
は
お
い
し
い
と
よ
く
言
わ

れ
ま
す
。
恵
ま
れ
た
湧
水
や
地
下
水
を
水

源
と
し
、
こ
の
水
を
浄
水
場
で
安
全
・
安

心
な
水
に
変
え
、
ご
家
庭
に
お
届
け
し
て

い
る
か
ら
で
す
。

　

ま
た
、
使
用
さ
れ
た
汚
れ
た
水
は
浄
化

セ
ン
タ
ー
で
き
れ
い
な
水
に
変
え
、
海
や

川
に
戻
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
「
水
の

循
環
シ
ス
テ
ム
」
の
構
築
が
上
下
水
道
課

の
使
命
で
す
。

　

本
年
度
は
、
環
境
の
変
化
に
対
応
で
き

る
よ
う
に
新
た
な
水
源
の
調
査
を
行
う
と

と
も
に
、
災
害
に
備
え
た
各
施
設
の
耐
震

化
を
進
め
ま
す
。

●
上
下
水
道
課
長　

小
石　

好
孝

☎
73
‐
３
１
７
０

適正な支出と
公金の確実な
管理

議会の活性化や
改革を補佐

健全な
財政運営を
チェック

おいしい水の
安定供給と
施設の耐震化
を進める



　

教
育
総
務
課
で
は
、
日
出
町
の
児
童
・

生
徒
の
安
全
を
確
保
し
安
心
し
て
学
び
、

生
活
で
き
る
環
境
を
整
備
す
る
た
め
、
昨

年
度
に
引
き
続
き
豊
岡
小
学
校
校
舎
の
改

築
工
事
を
行
う
と
と
も
に
、
新
た
に
川
崎

小
学
校
校
舎
の
耐
震
補
強
工
事
を
実
施
し

ま
す
。

　

ま
た
、
昭
和
56
年
６
月
以
前
に
建
築
さ

れ
た
藤
原
・
大
神
小
学
校
の
校
舎
及
び
大

神
小
・
中
学
校
の
体
育
館
の
耐
震
調
査
を

実
施
し
、
今
後
計
画
的
に
学
校
施
設
の
耐

震
化
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

●
教
育
総
務
課
長　

小
野
裕
一
郎

☎
73
‐
３
１
５
７

　

学
校
教
育
課
で
は
、
日
出
町
学
校
教
育

指
導
方
針
並
び
に
学
力
向
上
推
進
計
画
を

策
定
し
、
学
力
向
上
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
今
年
度
は
、
学
力
向
上
推
進
委
員
会

を
組
織
し
、
教
育
委
員
会
と
学
校
の
先
生

方
と
が
一
体
と
な
っ
て
さ
ら
な
る
授
業
力

の
向
上
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
度
か
ら
２
年
間
、
体
育
専

科
教
員
活
用
推
進
校
と
体
力
向
上
推
進
校

を
指
定
し
、「
生
き
る
力
」
の
基
盤
と
な

る
体
力
の
向
上
に
も
力
を
入
れ
、
知
・
徳
・

体
の
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
子
ど
も
の
育
成

に
努
め
ま
す
。

●
学
校
教
育
課
長　

清
家　

健
志

☎
73
‐
３
１
７
１

　

生
涯
学
習
課
で
は
、
町
の
文
化
財
を
後

世
に
遺
す
べ
く
、
調
査
や
保
存
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
、
隅
櫓
の
復

元
や
西

精
舎
跡
・
致
道
館
の
修
復
の
た

め
の
調
査
な
ど
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
で
は
、
総
合
型
地
域
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
が
本
格
的
に
始
動
し
ま
し

た
。
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
が
気
軽
に

ス
ポ
ー
ツ
に
取
り
組
め
る
場
と
な
る
こ
と

を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
安
養
寺
ふ
れ
あ
い
広
場
の
全
面

芝
生
化
を
行
い
ま
す
。健
康
づ
く
り
の
場
、

町
民
の
交
流
の
場
と
な
る
よ
う
整
備
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

●
生
涯
学
習
課
長　

寺
岡　

達
一

☎
73
‐
３
１
５
６

　

農
家
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
、
農

地
の
有
効
利
用
や
農
地
相
談
に
つ
い
て
、

気
軽
に
話
し
合
え
る
体
制
づ
く
り
を
確
立

さ
せ
ま
す
。

　

耕
作
放
棄
地
の
調
査
が
終
了
し
ま
し

た
。
高
齢
化
な
ど
に
よ
り
耕
作
放
棄
地
が

増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
行
政
・
農
業
委

員
・
農
家
が
連
携
し
、
農
地
の
有
効
利
用

に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

農
業
は
町
の
基
幹
産
業
で
あ
る
こ
と
を

念
頭
に
お
き
、
農
業
の
発
展
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

●
農
業
委
員
会
事
務
局
長　

近
藤
嘉
登

☎
73
‐
３
１
２
５

農地の
有効活用に
努める

安心して学べる
環境づくりを
進める

知・徳・体の
バランスのとれた
子どもの育成

文化財の
保護と
スポーツ振興

「課長からの宣言書」



【
課
長
級
】

▼
会
計
管
理
者
兼
会
計
課
長  

工
藤
都

四
男（
総
務
課
課
長
）
▼
総
務
課
課
長  

木
付
尚
巳（
教
育
総
務
課
課
長
）
▼
財

政
課
課
長  
高
倉
伸
介（
都
市
建
設
課

課
長
補
佐
兼
管
理
係
長
）▼
政
策
推
進

課
課
長  

越
智
好（
財
政
課
課
長
）▼
健

康
増
進
課
課
長  
河
野
王
見（
監
査
委

員
事
務
局
局
長
）▼
農
林
水
産
課
課
長  

村
井
栄
一（
健
康
増
進
課
課
長
補
佐
）

▼
都
市
建
設
課
課
長
兼
契
約
検
査
室

長  

川
西
求
一（
都
市
建
設
課
課
長
）▼

上
下
水
道
課
課
長
兼
浄
化
セ
ン
タ
ー
所

長  

小
石
好
孝（
上
下
水
道
課
課
長
）▼

監
査
委
員
事
務
局
局
長  

八
坂
司（
健

康
増
進
課
課
長
）▼
教
育
総
務
課
課
長  

小
野
裕
一
郎（
教
育
総
務
課
課
長
補
佐
）

▼
大
分
県  

横
山
公
敏（
農
林
水
産
課

課
長
）

【
課
長
補
佐
級
】

▼
政
策
推
進
課
課
長
補
佐
兼
政
策
企
画

係
長  

井
川
功
一（
議
会
事
務
局
次
長
）

▼
税
務
課
課
長
補
佐
兼
資
産
税
係
長  

宮
本
洋
二（
税
務
課
課
長
補
佐
兼
収
納

係
長
）▼
健
康
増
進
課
課
長
補
佐  

阿

部
孝（
健
康
増
進
課
主
幹
兼
介
護
保
険

係
長
）▼
生
活
環
境
課
課
長
補
佐  

佐

藤
寛
爾（
農
林
水
産
課
課
長
補
佐
兼
管

理
係
長
）▼
農
林
水
産
課
課
長
補
佐
兼

耕
地
林
業
水
産
係
長  

大
塚
一
路（
農

林
水
産
課
主
幹
兼
耕
地
林
業
水
産
係

長
）▼
農
林
水
産
課
主
幹
兼
管
理
係
長  

岡
野
修
二（
農
林
水
産
課
農
業
振
興
係

長
）▼
都
市
建
設
課
契
約
検
査
室
次
長  

川
野
敏
治（
上
下
水
道
課
課
長
補
佐
）▼

都
市
建
設
課
課
長
補
佐
兼
管
理
係
長  

藤
原
寛（
生
涯
学
習
課
課
長
補
佐
兼
生

涯
学
習
係
長
）▼
上
下
水
道
課
課
長
補

佐  

佐
藤
義
人（
生
活
環
境
課
課
長
補

佐
）▼
教
育
総
務
課
課
長
補
佐  

佐
藤

久
美
子（
教
育
総
務
課
総
務
管
理
係
長
）

▼
生
涯
学
習
課
課
長
補
佐
兼
生
涯
学
習

係
長  

野
上
悟（
企
画
振
興
課
課
長
補

佐
兼
行
財
政
改
革
係
長
兼
ま
ち
づ
く
り

調
整
班
副
班
長
）

【
係
長
級
】

▼
財
政
課
財
政
係
長
兼
情
報
化
推
進

係
長  
帯
刀
志
朗（
財
政
課
財
政
係
長

兼
電
算
係
長
）▼
政
策
推
進
課
改
革
推

進
係
長
兼
広
報
広
聴
係
長  

梶
原
新
三

（
総
務
課
広
報
広
聴
係
長
）▼
税
務
課

収
納
係
長  

笠
置
勝
弘（
税
務
課
資
産

税
係
長
）▼
福
祉
対
策
課
障
害
福
祉
係

長
兼
地
域
福
祉
係
長  

後
藤
良
彦（
福

祉
対
策
課
）▼
健
康
増
進
課
介
護
保
険

係
長  

波
津
久
誠（
健
康
増
進
課
国
保

医
療
係
長
）▼
健
康
増
進
課
国
保
医
療

係
長  

河
野
匡
位（
健
康
増
進
課
）▼
商

工
観
光
課
商
工
観
光
係
長  

後
藤
英
樹

（
商
工
観
光
課
商
工
観
光
係
長
兼
的
山

荘
管
理
係
長
兼
ま
ち
づ
く
り
調
整
班

主
任
）▼
農
林
水
産
課
農
業
振
興
係
長  

河
野
一
利（
農
林
水
産
課
）▼
議
会
事
務

局
庶
務
係
長
兼
議
事
係
長  

安
田
加
津

浩（
企
画
振
興
課
地
域
振
興
係
長
兼
ま

ち
づ
く
り
調
整
班
主
任
）▼
教
育
総
務

課
総
務
管
理
係
長  

塩
内
政
徳（
福
祉

対
策
課
障
害
福
祉
係
長
）

【
副
主
幹
以
下
】

▼
別
杵
速
見
地
域
広
域
圏
事
務
組
合
派

遣  

一
宮
健
太
郎（
上
下
水
道
課
）▼
財

政
課  

渡
邊
心（
税
務
課
）▼
政
策
推
進

課  

高
橋
康
治(

企
画
振
興
課)

▼
政

策
推
進
課  

間
部
大（
企
画
振
興
課
）▼

政
策
推
進
課  

佐
藤
道
智（
別
杵
速
見

地
域
広
域
圏
事
務
組
合
派
遣
）▼
政
策

推
進
課  

西
原
千
貴（
企
画
振
興
課
）▼

政
策
推
進
課  

吉
松
慎
史（
総
務
課
）▼

税
務
課  

佐
藤
訓
子（
健
康
増
進
課
）▼

税
務
課  

松
本
真
二（
商
工
観
光
課
）▼

住
民
課  

福
永
香
織（
都
市
建
設
課
）▼

福
祉
対
策
課  

山
口
佳
子（
住
民
課
）▼

福
祉
対
策
課  

白
水
明（
企
画
振
興
課
）

▼
福
祉
対
策
課  

福
本
あ
ゆ
み（
健
康

増
進
課
）▼
福
祉
対
策
課  

菅
智
佳
子

（
税
務
課
）▼
健
康
増
進
課  

大
塚
英
二

郎（
生
涯
学
習
課
）▼
健
康
増
進
課  

雲

井
亜
矢
子（
福
祉
対
策
課
）▼
健
康
増
進

課  

尾
林
景
子（
福
祉
対
策
課
）▼
健
康

増
進
課  

佐
藤
加
奈（
生
涯
学
習
課
）▼

生
活
環
境
課  

佐
藤
浩（
財
政
課
）▼
農

林
水
産
課  

村
田
浩
一（
生
活
環
境
課
）

▼
都
市
建
設
課  

藤
井
英
明（
上
下
水

道
課
）▼
都
市
建
設
課  

河
野
悟
史（
学

校
給
食
共
同
調
理
場
）▼
都
市
建
設
課  

神
崎
公
臣（
上
下
水
道
課
）▼
都
市
建
設

課  

上
野
新
悟（
農
林
水
産
課
）▼
上
下

水
道
課  

河
野
謙
二（
都
市
建
設
課
）▼

上
下
水
道
課  

白
水
真（
都
市
建
設
課
）

▼
上
下
水
道
課  

衛
藤
真
一（
健
康
増

進
課
）▼
教
育
総
務
課  

加
藤
康
洋（
総

務
課
）▼
生
涯
学
習
課  

本
田
憲（
税
務

課
）▼
生
涯
学
習
課  

森
永
康
寛（
住
民

課
）▼
学
校
給
食
共
同
調
理
場  

橘
暁

子（
健
康
増
進
課
）▼
杵
築
速
見
環
境
浄

化
組
合  

首
藤
勇（
健
康
増
進
課
）

【
幼
稚
園
教
諭
】

▼
豊
岡
幼
稚
園  

阿
部
佐
恵
子（
真
那

井
幼
稚
園
）▼
藤
原
幼
稚
園  

利
光
伊

津
美（
川
崎
幼
稚
園
）
▼
川
崎
幼
稚
園  

大
塚
博
美（
藤
原
幼
稚
園
）▼
真
那
井
幼

稚
園  

河
野
志
紀（
豊
岡
幼
稚
園
）▼
日

出
幼
稚
園  

大
石
麻
友
香（
大
神
幼
稚

園
）▼
川
崎
幼
稚
園  

奥
和
枝（
日
出
幼

稚
園
）▼
大
神
幼
稚
園  

萱
嶌
由
紀（
川

崎
幼
稚
園
）

【
新
採
用
】

▼
政
策
推
進
課  

河
野
誠
治
▼
税
務
課  

白
水
伊
代
里
▼
住
民
課  

成
松
拓
郎
▼

健
康
増
進
課  

本
田
麻
里
子
▼
健
康
増

進
課  

中
洲
夏
海
▼
農
林
水
産
課  

厚

田
健
太
▼
日
出
幼
稚
園  

西
智
恵

【
退
職
者
】

▼
塩
川
三
次（
会
計
管
理
者
兼
会
計
課

長
）▼
吉
良
正
英（
企
画
振
興
課
課
長
兼

ま
ち
づ
く
り
調
整
班
班
長
）▼
岩
尾
昭

市（
杵
築
速
見
環
境
浄
化
組
合
所
長
）▼

永
野
昭（
福
祉
対
策
課
参
事
）▼
三
浦
勲

（
上
下
水
道
課
参
事
兼
浄
化
セ
ン
タ
ー

所
長
）

人　

事　

異　

動

 

３
月
31
日
付
け
で
５
人
が
退
職
し
、
７
人
を
新

た
に
採
用
し
ま
し
た
。　
（　

）
内
は
旧
任



　

イ
ノ
シ
シ
に
よ
る
農
作
物
被
害
防
止

の
た
め
に
設
置
す
る
電
気
柵
の
購
入
に

対
し
て
補
助
を
行
い
ま
す
。

■
条
件　

次
の
す
べ
て
を
満
た
す
方
。

○
農
林
業
を
営
ん
で
い
る
方
。

○
町
税
等
の
滞
納
が
な
い
方
。

○
昨
年
度
補
助
対
象
者
で
な
い
こ
と
。

○ 

消
費
税
込
で
６
万
３
千
円
以
上
の
柵

を
購
入
し
設
置
す
る
こ
と
。

○ 

本
体
・
電
線
・
ガ
イ
シ
・
絶
縁
抗
等

を
セ
ッ
ト
で
購
入
す
る
こ
と
。

■
補
助
金　

４
万
２
千
円

■
受
付
期
間　

５
月
31
日
（
火
）
ま
で

■ 

申
込
方
法　

電
話
ま
た
は
直
接
窓
口

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■ 

補
助
対
象
数　

40
セ
ッ
ト
（
１
人
１

セ
ッ
ト
）

＊ 

申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
。
こ
の

場
合
、
過
去
に
補
助
を
受
け
た
方
に

は
ご
遠
慮
願
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

■ 

申
込
・
問
合
先　

農
林
水
産
課
耕
地

林
業
水
産
係
☎
73
‐
３
１
２
７

電
気
防
護
柵
設
置
補
助

イ
ノ
シ
シ
被
害
防
止
対
策
事
業

狂犬病の予防注射は毎年受けなければいけません

飼い犬の登録と狂犬病予防注射を受けましょう
　５月９日（月）から16日（月）までの間、下記の日程で狂犬病予防の集合注
射を行います。
　なお、集合注射時に犬の登録もできます。
　集合注射の日程以外でも、動物病院であればどこでも予防接種を受けられま
す。
　また、犬の登録は生活環境課、永野どうぶつ病院、ポチ診療所でできます。

■問合先　生活環境課　☎７３－３１２８

実施日 場　所 時　間

5 月 9日（月） 宗行公民館

南浜公民館

松屋寺前駐車場

日出町役場

  9 時 30分～ 10時

10時 30分～ 11時

11時 30分～ 12時

13時 30分～ 14時 30分

5月 10日（火） 目刈公民館

南端コミュニティセンター

南端地区公民館

旧豊岡ふれあいセンター分館

豊岡ふれあいセンター駐車場

  9 時 40分～ 10時

10時 10分～ 10時 20分

10時 30分～ 10時 40分

11時～ 12時

13時 30分～ 14時 30分

5月 11日（水） 是城公民館

辻間南児童公園

自然郷公民館

藤原ふれあいセンター

赤松公民館

  9 時～   9 時 30分

10時～ 11時

11時 30分～ 11時 50分

13時 10分～ 14時 10分

14時 30分～ 15時

5月 12日（木） 西部公民館

東部公民館

後村公民館

真那井公民館

大神ふれあいセンター

  9 時 15分～   9 時 30分

10時～ 10時 30分

11時～ 11時 30分

13時～ 13時 30分

14時～ 15時

5月 16日（月） 大神港公民館

西小深江公民館

川崎ふれあいセンター

  9 時 30分～ 10時 30分

11時～ 11時 30分

13時～ 15時

知
っ
て
お
き
た
い
町
政
情
報



■
野
焼
き
の
禁
止

　

廃
棄
物
の
屋
外
焼
却
、い
わ
ゆ
る
野

焼
き
は「
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に

関
す
る
法
律
」に
お
い
て
、一
部
の
例
外

を
除
き
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。法
律
に

違
反
す
る
と
５
年
以
下
の
懲
役
も
し
く

は
１
千
万
円
以
下
の
罰
金
ま
た
は
併
科

に
処
せ
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、焼
却
炉
を
使
用
し
た
廃
棄
物

の
焼
却
で
あ
っ
て
も「
一
定
の
構
造
基

準
」を
満
た
し
て
い
な
け
れ
ば
使
用
で

き
ま
せ
ん
。

■
野
焼
き
禁
止
の
例
外

　

野
焼
き
禁
止
の
例
外
と
し
て
次
の
も

の
が
あ
り
ま
す
。た
だ
し
、該
当
す
る
場

合
で
も
む
や
み
に
焼
却
し
て
も
よ
い
と

い
う
こ
と
で
は
な
く
、周
辺
住
民
等
か

ら
苦
情
が
生
じ
る
場
合
は
例
外
と
な
ら

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。風
向
き
や
時

間
帯
に
よ
っ
て
は
、「
草
木
を
燃
や
し
て

い
る
の
で
煙
た
い
」「
洗
濯
物
に
臭
い
が

つ
い
て
困
る
」「
体
調
が
悪
い
人
が
い
る

の
で
困
る
」と
い
っ
た
よ
う
な
苦
情
が

あ
り
ま
す
。屋
外
焼
却
の
例
外
行
為
に

あ
た
る
場
合
で
も
で
き
る
だ
け
最
小
限

に
と
ど
め
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

【
野
焼
き
禁
止
の
例
外
行
為
】

○ 

国
ま
た
は
地
方
自
治
体
が
そ
の
施
設

の
管
理
を
行
う
た
め
に
必
要
な
廃
棄

物
の
焼
却（
例　

河
川
管
理
の
た
め

に
伐
採
し
た
草
木
等
の
焼
却
）

○ 

震
災
、風
水
害
、火
災
、そ
の
他
災
害

の
予
防
、応
急
対
策
ま
た
は
復
旧
の

た
め
に
必
要
な
廃
棄
物
の
焼
却
。

○ 

風
俗
習
慣
上
ま
た
は
宗
教
上
の
行
事

を
行
う
た
め
に
必
要
な
廃
棄
物
の
焼

却（
例　

ど
ん
ど
焼
き
、火
渡
り
行
等

に
お
け
る
門
松
や
し
め
縄
な
ど
の
焼

却
）

○ 

農
業
、林
業
ま
た
は
漁
業
を
営
む
た

め
に
や
む
を
得
な
い
も
の
と
し
て
行

わ
れ
る
焼
却（
例　

畑
内
の
選
定
枝

の
焼
却
、稲
わ
ら
の
焼
却
、田
畑
の
畦

草
の
焼
却
）

○ 

た
き
火
、そ
の
他
日
常
生
活
の
焼
却

で
あ
っ
て
軽
微
な
も
の（
例　

落
ち

葉
、キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
）

＊ 

タ
イ
ヤ
や
ビ
ニ
ー
ル
、プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
類
は
、い
か
な
る
場
合
に
お
い
て

も
焼
却
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

■
問
合
先　

生
活
環
境
課

　

☎
73
‐
３
１
２
８

毎
年
多
く
の
苦
情
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す

野
焼
き
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す

町
営
・
辻
間
住
宅　

９
戸

　

旧
県
職
員
住
宅
を
リ
フ
ォ
ー
ム
し
、

５
月
か
ら
新
規
入
居
者
を
募
集
し
ま

す
。

○
家
賃　

１
６
，
３
０
０
円
〜

　
　
　
　

２
４
，
３
０
０
円

＊ 

浴
槽
、
ボ
イ
ラ
ー
は
完
備
。
下
水
道

設
備
有
。

＊ 

他
の
住
宅
と
の
重
複
申
し
込
み
は
で

き
ま
せ
ん
。

＊ 

東
日
本
大
震
災
の
被
災
者
受
け
入
れ

の
た
め
、
募
集
戸
数
が
変
更
に
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

町
営
・
仁
王
住
宅　

１
戸

○
家
賃　

１
７
，
３
０
０
円
〜

　
　
　
　

２
５
，
８
０
０
円

＊ 

浴
槽
、
ボ
イ
ラ
ー
は
完
備
。
下
水
道

設
備
有
。

町
営
・
藤
原
住
宅　

１
戸

○
家
賃　

１
１
，
２
０
０
円
〜

　
　
　
　

１
６
，
８
０
０
円

＊ 
浴
槽
、
ボ
イ
ラ
ー
は
入
居
者
負
担
。

ト
イ
レ
は
く
み
取
り
式
。

町
営
・
青
津
山
住
宅　

１
戸

○
家
賃　

９
，
６
０
０
円
〜

　
　
　
　

１
４
，
３
０
０
円

＊ 

浴
槽
、
ボ
イ
ラ
ー
は
入
居
者
負
担
。

ト
イ
レ
は
、
く
み
取
り
式
。

■
応
募
資
格　

　

次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
方
。

① 

町
内
に
住
所
を
有
す
る
か
勤
務
先
が

町
内
に
あ
る
こ
と
。

② 

入
居
者
の
合
算
所
得
が
年
額
１
，
８

　

９
６
，
０
０
０
円
以
下
で
あ
る
こ
と
。

③
税
金
の
滞
納
が
な
い
こ
と
。

④
入
居
者
名
義
の
持
家
が
な
い
こ
と
。

⑤ 

独
立
し
て
い
て
、
他
の
者
の
扶
養
に

入
っ
て
い
な
い
こ
と
。

⑥
住
宅
に
困
っ
て
い
る
こ
と
。

⑦
入
居
者
が
暴
力
団
員
で
な
い
こ
と
。

■
駐
車
場　

１
台
の
み
（
無
料
）

■
募
集
期
限　

５
月
20
日
（
金
）

■
抽
選
日　

５
月
27
日
（
金
）

＊ 

仁
王
・
藤
原
・
青
津
山
住
宅
の
抽
選

は
10
時
か
ら
。

　

 

辻
間
住
宅
の
抽
選
は
10
時
30
分
か

ら
。

■
抽
選
場
所　

役
場
３
階
大
会
議
室

■
問
合
先　

都
市
建
設
課
管
理
係

　

☎
73
‐
３
１
７
２

町
営
辻
間
住
宅
（
旧
県
職
員
住
宅
）
を
リ
フ
ォ
ー
ム
し
ま
し
た

町
営
住
宅
入
居
者
募
集

制度改正や手続きなどの、暮らしに役立つ情報をお知らせします



　

平
成
23
年
度
の
戸
別
所
得
補
償
制
度

交
付
金
で
は
、水
田
以
外
に
畑
地
の
対

象
作
物
も
交
付
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

次
の
Ⅰ
〜
Ⅲ
に
該
当
す
る
方
は
、農

林
水
産
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

Ⅰ
畑
作
物
の
所
得
補
償
交
付
金

■ 

対
象
作
物　

麦
、
大
豆
、
そ
ば
、
な

た
ね

■
交
付
要
件　

　

 　

出
荷
契
約
の
締
結
／
農
産
物
等
級

検
査

■
交
付
単
価　

　

 　

前
年
に
生
産
実
績
が
あ
る
方
は
、

前
年
の
生
産
面
積
か
ら「
営
農
継
続

支
払
」
を
先
に
支
払
い
ま
す
。
対
象

作
物
の
生
産
数
量
が
確
定
し
た
段

階
で
、
す
で
に
支
払
わ
れ
て
い
る

「
営
農
継
続
支
払
」
の
金
額
を
差
し

引
い
て「
数
量
払
い
」
の
金
額
を
支

払
い
ま
す
。

■ 

営
農
継
続
支
払　

10
ア
ー
ル
当
２
万

円

戸
別
所
得
補
償
交
付
金
の
拡
大

畑
地
の
作
付
に
対
し
て
、
戸
別
所
得
補
償
交
付
金
が
始
ま
り
ま
す

Ⅱ
規
模
拡
大
加
算

■
交
付
要
件　

　

 

農
地
利
用
集
積
円
滑
化
団
体（
日
出

町
）
を
通
じ
て
、
農
地
の
面
的
集
積

（
連
担
）を
行
う
こ
と
。

■
交
付
単
価　

10
ア
ー
ル
当
２
万
円

Ⅲ
再
生
利
用
加
算

■
対
象
作
物　

　

麦
、大
豆
、そ
ば
、な
た
ね

■
交
付
要
件　

　
 

畑
の
耕
作
放
棄
地
に
対
象
作
物
の
作

付
を
行
う
こ
と
。

■
交
付
単
価　

　

 

10
ア
ー
ル
当
２
万
〜
３
万
円

水
田
へ
の
米
・
転
作
作
物
交
付
金

　

平
成
22
年
度
の
戸
別
所
得
補
償
モ
デ

ル
対
策
と
同
様
に
水
田
へ
の
交
付
金
と

し
て「
米
の
所
得
補
償
交
付
金
」や「
水

田
活
用
の
所
得
補
償
交
付
金
」も
実
施

さ
れ
ま
す
。

交
付
金
の
交
付
申
請
に
つ
い
て

　

交
付
金
を
受
け
取
る
に
は
、交
付
申

請
書
等
の
書
類
の
提
出
が
必
要
に
な
り

ま
す
。

■
交
付
申
請
提
出
期
限　

　

５
月
31
日（
火
）

■
提
出
・
問
合
先　

○ 

日
出
町
水
田
農
業
推
進
協
議
会
事

務
局（
農
林
水
産
課
内
）
☎
73
‐

３
１
２
７

○ 

農
業
者
戸
別
所
得
補
償
制
度
に
関
す

る
相
談
窓
口
☎
０
１
２
０
‐
３
８
‐

３
７
８
６

数量払い

対象作物 平均交付単価

小　　麦   6,360 円／ 60㎏

二条大麦   5,330 円／ 50㎏

六条大麦   5,510 円／ 50㎏

はだか麦   7,620 円／ 60㎏

大　　豆 11,310 円／ 60㎏

そ　　ば 15,200 円／ 45㎏

な た ね   8,470 円／ 60㎏

知
っ
て
お
き
た
い
町
政
情
報



■
補
助
対
象
区
域　

　

 　

公
共
下
水
道
事
業
認
可
区
域
お
よ

び
漁
業
・
農
業
集
落
排
水
事
業
処
理

対
象
区
域
を
除
く
日
出
町
全
域
。

■
補
助
対
象
浄
化
槽

　

 　

浄
化
槽
法
の
規
定
に
よ
る
構
造
基

準
に
適
合
す
る
も
の
で
、Ｂ
Ｏ
Ｄ
の
除

去
率
が
90
％
以
上
、放
流
水
の
Ｂ
Ｏ

Ｄ
が
平
均
値
で
１
リ
ッ
ト
ル
当
た
り

20
㎎
以
下
の
機
能
を
有
す
る
も
の
。

■
補
助
対
象
者

　

 　

既
設
の
単
独
処
理
浄
化
槽
・
く
み

取
り
便
槽
か
ら
合
併
処
理
浄
化
槽

（
５
人
槽
〜
10
人
槽
）
に
設
置
替
え

す
る
方
。

■
補
助
金
額

○
５
人
槽
・
・
・
・
３
３
２
，
０
０
０
円

○
６
〜
７
人
槽
・
・
４
１
４
，
０
０
０
円

○
８
〜
10
人
槽
・
・
５
４
８
，
０
０
０
円

＊ 

設
置
に
要
す
る
費
用
が
補
助
金
の
額

に
満
た
な
い
場
合
に
は
、設
置
に
要
す

る
費
用
が
補
助
金
の
額
と
な
り
ま
す
。

■
問
合
先　

上
下
水
道
課
管
理
係

　

☎
73-

３
１
３
４

合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
に
補
助

日
出
町
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト

「
ひ
じjin

.co
m

」と
は

　

行
政
ペ
ー
ジ
と
は
別
に
自
由
な
発
想

で
町
民
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
作
る
日
出

町
を
応
援
す
る
サ
イ
ト
で
す
。

　

こ
の
ペ
ー
ジ
を
み
れ
ば
日
出
町
の
全

て
が
分
か
る
サ
イ
ト
に
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。そ
の
た
め
、皆
さ
ん
か
ら
の

情
報
提
供
が
と
て
も
重
要
に
な
り
ま

す
。

■
募
集
し
ま
す

○ 

日
出
町
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
に
登
録
し

て
く
れ
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
、ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
、
町
民
が
主
体
の
活
動
団
体

等
で
自
分
た
ち
の
活
動
を「
ひ
じjin

.
co
m

」で
紹
介
し
て
欲
し
い
方
。

○ 

日
出
町
を
応
援
す
る
ブ
ロ
グ
を
書
い

て
く
れ
る
方
。（
町
外
者
を
含
む
）

○ 

日
出
町
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
の
運
営
、

企
画
に
協
力
し
て
く
れ
る
方
。

■ 

問
合
先　

政
策
推
進
課
広
報
広
聴
係

☎
73
‐
３
１
１
６

　

集
中
豪
雨
等
に
よ
り
農
業
用
施
設
や

農
地
畦
畔
等
が
被
災
し
た
場
合
、
耕
地

災
害
復
旧
事
業
等
の
助
成
制
度
が
あ
り

ま
す
。

　

助
成
を
受
け
る
た
め
に
は
条
件
が
あ

り
ま
す
の
で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

■ 

問
合
先　

農
林
水
産
課
耕
地
林
業
水

産
係
☎
73
‐
３
１
２
７

耕
地
災
害
復
旧
事
業
等

補
助
制
度

日
出
町
ポ
ー
タ
ル
サ
イ

ト
を
開
設

h
ttp
://h
ijijin
.co
m

　４月から「日出町シルバー人材センター」

が業務を開始しました。

　会社での一時的・短期的な仕事、ご家庭で

の軽作業など、なんでもご相談ください。

　また、60歳以上で働く意欲のある会員も

募集しています。

仕事の内容
○軽作業・・ 除草／草刈／清掃・工場内軽作

業／農業手伝いなど

○技能分野・・ 庭木の剪定／大工／左官／

ペンキ塗りなど

○生活援助・・ 家事手伝い／清掃など

○事務・・毛筆宛名書き／賞状書きなど

○施設管理・・ 屋内施設管理（宿日直）／屋

外施設管理／物品管理など

問合先　日出町シルバー人材センター
　　　　　☎ 75‐9620

日出町シルバー人材センター

仕事の依頼・会員の登録を
お待ちしています　　　　

制度改正や手続きなどの、暮らしに役立つ情報をお知らせします



５月１日　すずらんクリニック 73‐2151

　　３日　松本整形外科クリニック 73‐2775

　　４日　さくら医院 28‐0777

　　５日　金田耳鼻咽喉科医院 28‐0810

　　８日　日出児玉病院 72‐2724

　　15日　吉岡内科医院 73‐2787

　　22日　鈴木病院 73‐2131

　　29日　サンライズ酒井病院 72‐2266

●休日当番医
※診療時間  9：00～17：00
※ 発行後に変更になる場合があります。各医療機関や日出町健
康増進課☎73－3130にご確認ください。

母
子
健
康
手
帳
の
交
付

　

母
子
健
康
手
帳
は
、
妊
娠
中
か
ら
出

産
、
そ
し
て
お
子
さ
ん
が
小
学
校
に
入

学
す
る
ま
で
の
間
、
お
母
さ
ん
と
子
ど

も
の
健
康
状
態
を
記
録
す
る
大
切
な
手

帳
で
す
。

　

妊
娠
が
わ
か
っ
た
ら
早
め
に
母
子
健

康
手
帳
を
受
け
取
り
ま
し
ょ
う
。

　

妊
婦
・
乳
児
健
康
診
査
受
診
表
も
同

時
に
交
付
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
母
子
健
康
手
帳
や
妊
婦
・
乳

児
健
康
診
査
受
診
表
を
紛
失
し
た
場
合

に
は
、
再
交
付
を
行
っ
て
い
ま
す
。

▼
交
付
に
必
要
な
も
の　

印
鑑

▼ 
問
合
先　

福
祉
対
策
課
子
育
て
支
援

係
☎
73-
３
１
２
１

離
乳
食
教
室

　

離
乳
食
に
関
す
る
相
談
や
試
食
な
ど

を
行
う
教
室
を
開
催
し
ま
す
。
「
ど
う

や
っ
て
離
乳
食
を
は
じ
め
た
ら
い
い

の
」
「
離
乳
食
の
進
め
方
が
分
か
ら
な

い
」
と
い
う
方
は
、
ぜ
ひ
お
子
さ
ん
と

参
加
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
申
込
不
要
。

▼ 

と
き　

６
月
14
日
（
火
）
10
時
30
分

〜
11
時
30
分

▼
と
こ
ろ　

町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼ 

対
象　

離
乳
食
期
（
１
歳
６
カ
月
頃

65 歳以上の方へ
介護予防のための基本チェックリストを送付

　いつまでも住み慣れた地域で活き活きと過ごしていただくために 65歳以上の方を対象に介護
予防事業を実施しております。
　介護予防の必要な方を早期に発見し、介護予防への取り組みを始めていただくために、平成
23～ 24年度の 2年間で 65歳以上の方（要介護認定を受けられていない方）を対象に「介護予
防のための基本チェックリスト」を郵送にて配布しています。

回答していただいた方には結果を通知します

　「介護予防のための基本チェックリスト」に答えることで、ご自分の生活を振り返り必要な介
護予防を見つける事ができます。
　今年度は南端・豊岡・大神地区の 65歳以上の方が対象となっております。お手元に届きまし
た「介護予防のための基本チェックリスト」にご記入のうえ、返送してください。
　回答していただいた方には結果をお知らせします。
　また、回答いただいた方の中で「介護予防教室」への参加が必要な方には、教室への参加を案
内させていただく予定です。

問合先　健康増進課長寿健康係☎73‐ 3130

健 康
ペ ー ジ

子 育 て



児童館へおいで！

日出町地域子育て支援センター
 ☎２８―１２１２

■子育て広場・子育て相談
　月～金 9時～ 16時
■出張子育て広場（0歳～就学前）
　24日（火）10時～ 12時　川崎地区公民館
■5月誕生会（0歳～）16日（月）11時～
■赤ちゃん広場（0歳～）
　11・19・25日 10時～ 12時
■ママへプレゼントを作ろう（0歳～）
　10日（火）11時から
■エアロビクス教室（0歳～）
　13・27日 10時 45分～

日出町児童館 ☎７２―０３２３

■親子リトミック教室（乳幼児・要申込）
　10日（火）11時～ 12時
　ボールを持ってきてください。
■にじいろコンサート（乳幼児・小中学生）
　14日（土）13時 30分～ 14時 30分
　 参加料 100 円（東日本大震災の義援金
にします）

■たのしい絵本読み聞かせ（乳幼児）
　20日（金）11時 15分～ 11時 45分
■Sing　Sing　Sing
　（子育て中のお母さん・要申込）
　25日（水）10時 30分～ 12時
■積み木で「街」を作ろう！
　（小学生・要申込）
　25日（水）15時～ 16時 30分

さざんか児童館 ☎７２－８３８３

■親子グループ活動（10時 30分～）
○ 0・1歳児クラス　10日・17日・24日
○ 3～ 5歳児クラス　11日・18日・25日
○ 2歳児クラス　12日・19日・26日
■絵本の読み聞かせ
　7日（土）10時 30分～
■赤ちゃん広場（0歳児、要申込、200円）
　13日（金）10時 30分～

■
と
こ
ろ　

町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
参
加
費　

無
料

■
講
師
・
テ
ー
マ

〇
第
一
部

　

甲
斐
利
恵
氏　
「
幸
せ
は
台
所
か
ら
」

〇
第
二
部

　

 

岡
部
賢
二
氏　
「
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ

ク
で
運
命
が
変
わ
る
」

■
問
合
先　

グ
リ
ー
ン
・
マ
ム

　

☎
72
‐
０
２
９
２
（
釘
宮
）

両
親
学
級
開
催

　

日
出
町
で
は
、
こ
れ
か
ら
赤
ち
ゃ
ん

を
迎
え
る
妊
婦
さ
ん
と
そ
の
家
族
を
対

象
に
、
妊
娠
、
出
産
、
育
児
に
つ
い
て

の
知
識
や
関
心
を
深
め
る
た
め
の
教
室

を
開
催
し
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
こ
の
機
会
に
ご
家
族
の
方
と

一
緒
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
10
日
前

ま
で
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
と
き
・
テ
ー
マ

　

下
記
の
と
お
り

▼
と
こ
ろ　

町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼
持
っ
て
く
る
も
の　

母
子
健
康
手
帳

＊ 

動
き
や
す
い
服
装
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼ 

申
込
・
問
合
先　

福
祉
対
策
課
子
育

て
支
援
係
☎
73-

３
１
２
１

ま
で
）

▼ 

問
合
先　

福
祉
対
策
課
子
育
て
支
援

係
☎
73
‐
３
１
２
１

食
育
講
演
会

　

日
本
は
豊
か
に
な
っ
た
と
い
わ
れ
ま

す
。
物
が
あ
ふ
れ
、
生
活
は
便
利
に
な

り
ま
し
た
。
お
金
や
物
で
は
な
い
本
当

の
豊
か
さ
、
本
当
の
幸
せ
に
つ
い
て
、

食
の
問
題
を
通
し
て
一
緒
に
考
え
て
み

ま
せ
ん
か
？

■
と
き　

５
月
28
日
（
土
）

　

13
時
〜
15
時
30
分

と　き テーマ

6月18日（土）
10時～11時30分

○  2 人で行う子育てに
ついての話

○妊婦体験　など

7月3日（日）
10時～12時

○制度の話
○沐浴体験　など



震
災
で
ロ
ボ
ッ
ト
の
活
躍
に
期
待

　

以
前
、愛
知
万
博
を
見
学
す
る
機
会
が
あ

り
、会
場
内
の
三
菱
未
来
館
で
人
型
ロ
ボ
ッ
ト

４
台
の
お
出
迎
え
を
受
け
ま
し
た
。

　

館
内
の
大
型
劇
場
で
は
、ロ
ボ
ッ
ト
が
壁
面

画
像
の
人
物
を
認
識
し
自
分
の
位
置
や
動
き

を
判
断
し
た
り
、２
時
間
の
連
続
稼
動
と
い
う

触
れ
込
み
で
ロ
ボ
ッ
ト
の
運
転
す
る
二
輪
車

が
ホ
ー
ル
内
を
自
在
に
走
行
し
た
り
し
て
い

ま
し
た
。

　

ま
た
、「
も
し
も
月
が
な
か
っ
た
ら
」を
テ
ー

マ
に
し
て
ロ
ボ
ッ
ト
が
プ
レ
ゼ
ン
タ
ー
と
し

て
登
場
し
、解
説
し
て
い
ま
し
た
。

　

ト
ヨ
タ
グ
ル
ー
プ
館
で
も
人
と
ロ
ボ
ッ
ト

が
と
も
に
暮
ら
す
未
来
の
姿
と
し
て
、２
足
歩

行
型
の
楽
器
演
奏
す
る
ロ
ボ
ッ
ト
と
パ
ン
ト

マ
イ
ム
、ジ
ャ
ズ
で
の
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
ラ
イ
ブ

シ
ョ
ー
が
報
じ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
も
う
６
年
経
過
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
後
、時
に
ふ
れ
折
に
ふ
れ
日
本
の
科
学

技
術
の
発
展
ぶ
り
が
報
じ
ら
れ
、力
強
く
も
あ

り
、ま
た
誇
ら
し
く
も
思
っ
て
い
ま
し
た
。

　

東
日
本
大
震
災
の
報
を
受
け
て
、人
間
に
代

わ
っ
て
い
ざ
日
本
製
ロ
ボ
ッ
ト
の
出
番
か
と

思
っ
て
い
た
ら
、期
待
に
反
し
て
ア
メ
リ
カ
製

の
ロ
ボ
ッ
ト
の
登
場
で
す
。と
こ
ろ
が
湿
度
が

高
く
視
野
を
ふ
さ
い
で
活
動
が
制
約
さ
れ
て

い
る
と
報
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　

日
本
で
は
、先
の
東
海
村
臨
界
事
故
を
き
っ

か
け
に
企
業
で
も
原
発
災
害
向
け
作
業
ロ
ボ

ッ
ト
の
開
発
を
数
年
に
わ
た
っ
て
進
め
た
よ

う
だ
が
、国
の
補
助
金
の
打
ち
切
り
で
実
用
化

の
道
が
途
絶
え
た
と
も
報
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　

も
し
、原
発
災
害
を
想
定
し
て
作
業
ロ
ボ
ッ

ト
の
開
発
を
進
め
て
い
た
ら
、こ
の
大
災
害
に

い
ち
早
く
活
用
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
残

念
で
す
。た
ぶ
ん
打
ち
切
り
は
、事
故
は
起
き

な
い
だ
ろ
う
と
の
想
定
で
の
廃
止
な
の
で
し

ょ
う
。

　

と
も
あ
れ
、今
回
日
本
ロ
ボ
ッ
ト
学
会
な
ど

の
関
係
者
、政
府
、東
京
電
力
、そ
し
て
海
外
の

支
援
も
得
て
ロ
ボ
ッ
ト
活
用
に
向
け
検
討
を

進
め
て
い
る
よ
う
で
期
待
し
た
い
。

　

調
べ
て
み
る
と
精
密
で
複
雑
な
仕
組
み
の

ロ
ボ
ッ
ト
は
一
般
産
業
用
で
通
用
し
て
も
、高

い
濃
度
の
放
射
線
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
受

け
る
か
の
検
証
が
な
け
れ
ば
現
場
で
の
活
用

は
無
理
と
記
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

や
は
り
現
状
で
は
軍
事
用
、原
発
災
害
用
と

し
て
実
績
の
あ
る
欧
米
勢
の
ロ
ボ
ッ
ト
が
優

勢
の
よ
う
に
伺
え
ま
す
。

　

し
か
し
一
方
で
、日
本
製
ロ
ボ
ッ
ト
で
出
番

を
待
っ
て
い
る
機
種
も
あ
る
よ
う
な
の
で
、早

い
時
期
で
の
活
躍
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

行
政
に
想
定
外
が
多
す
ぎ
な
い
か
反
省

　

こ
れ
ま
で
ロ
ボ
ッ
ト
の
こ
と
を
書
き
つ
ら

ね
ま
し
た
が
、今
回
の
東
日
本
大
震
災
に
お
い

て「
想
定
外
の
事
態
」と
い
う
こ
と
が
よ
く
言

わ
れ
て
い
ま
す
。

マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
９
・
０
の
世
界
的
規
模
、20

ｍ
〜
30
ｍ
と
も
い
わ
れ
る
津
波
の
発
生
は
い

ず
れ
も
想
定
外
の
事
態
な
の
か
？
大
津
波
は

田
老
町
の
10
ｍ
の
防
潮
堤
を
越
え
、崩
壊
さ
せ

て
い
ま
す
。一
部
の
方
々
は
早
く
か
ら
10
ｍ
の

防
潮
堤
を
越
え
る
大
津
波
を
予
測
し
て
い
ま

す
。ま
た
１
０
０
０
年
に
一
度
と
も
い
わ
れ
ま

す
が
、２
０
０
４
年
に
は
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
を

襲
っ
た
ス
マ
ト
ラ
沖
地
震
は
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー

ド
９
・
３
で
６
年
前
の
こ
と
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
原
子
力
発
電
は
十
分
に
安
全
と

強
調
さ
れ
、多
く
の
人
た
ち
は
安
全
と
信
じ
て

き
ま
し
た
。地
震
は
人
知
の
限
り
で
は
な
い
か

も
し
れ
な
い
が
、あ
れ
だ
け
大
規
模
な
原
発
事

故
と
多
く
の
人
た
ち
が
放
射
能
の
脅
威
に
さ

ら
さ
れ
る
と
、想
定
外
の
こ
と
と
は
言
っ
て
お

れ
ま
せ
ん
。や
は
り
人
災
に
他
な
り
ま
せ
ん
。

　

す
べ
て
の
事
態
に
ど
の
程
度
の
対
応
を
行

う
か
、そ
の
判
断
は
た
い
へ
ん
難
し
い
問
題
だ

が
、新
た
な
認
識
、考
え
方
の
も
と
で
人
間
の

英
知
を
結
集
し
て
、今
回
の
災
害
や
ス
マ
ト

ラ
沖
地
震
の
レ
ベ
ル
の
大
津
波
に
も
十
分
に

対
処
す
る
方
策
を
考
え
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ

ん
。

　

さ
て
、日
々
行
政
に
携
わ
っ
て
い
て
町
民
皆

さ
ん
と
大
き
く
考
え
方
を
異
に
し
、行
政
特
有

の
壁
を
作
っ
て
は
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま

す
。話
の
方
向
性
や
内
容
は
変
わ
り
ま
す
が
、

こ
の「
想
定
外
」と
い
う
言
葉
を
傘
に
し
て
物

事
に
正
面
か
ら
立
ち
向
か
う
こ
と
を
避
け
た

り
、逃
げ
口
上
に
な
っ
て
は
な
ら
な
い
と
痛
感

し
て
い
ま
す
。

　

町
政
に
お
い
て
可
能
な
か
ぎ
り
多
く
の

方
々
か
ら
の
要
望
や
意
見
を
お
聞
き
す
る
よ

う
努
め
て
き
ま
し
た
。し
か
し
根
本
的
に
物
事

の
考
え
方
が
違
っ
た
り
、誤
解
し
て
い
た
ら
ど

ん
な
に
努
力
し
て
も
不
信
の
解
消
は
難
し
く
、

理
解
し
あ
う
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

組
織
や
職
制
の
な
か
に
あ
っ
て
も
、長
い
間

の
習
慣
や
風
土
に
根
ざ
し
た
も
の
の
考
え
方

が
あ
り
、ま
た
固
定
観
念
に
支
配
さ
れ
る
こ
と

も
あ
り
、必
ず
し
も
一
様
に
は
言
え
な
い
が
職

場
に
は
多
く
課
題
が
あ
り
ま
す
。

　

職
員
と
の
関
係
で
も
立
場
が
違
い
、考
え
方

が
異
な
る
と
日
常
の
仕
事
で
意
思
疎
通
に
欠

け
、誤
解
を
生
じ
さ
せ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ん
と
行
政
と
の
関
係
に
あ
っ

て
も
ま
っ
た
く
同
様
で
、日
頃
の
親
密
な
交
流

や
信
頼
が
で
き
あ
が
っ
て
い
る
場
合
は
別
に

し
て
、ほ
と
ん
ど
が
窓
口
な
ど
で
の
初
対
面
の

関
係
が
多
い
と
い
え
ま
す
。

　

そ
の
た
め
言
葉
や
態
度
で
の
第
一
印
象
で

相
手
の
良
し
悪
し
を
判
断
す
る
こ
と
が
多
い

よ
う
に
見
受
け
ら
れ
ま
す
。第
一
印
象
が
悪
け

れ
ば
互
い
の
理
解
や
信
頼
は
最
初
か
ら
期
待

で
き
ま
せ
ん
。

　

職
員
に
つ
い
て
の
苦
情
で
一
番
多
い
の
が

一
言
で
言
え
ば
態
度
が
悪
い
と
い
う
申
し
出

で
す
。対
面
し
て
言
葉
を
交
わ
し
て
い
る
の
は

用
件
が
あ
る
か
ら
で
、多
く
の
場
合
、町
民
皆

さ
ん
が
住
民
と
し
て
サ
ー
ビ
ス
を
求
め
て
い

る
訳
で
あ
り
、や
は
り
仕
事
は
親
切
丁
寧
な
接

遇
の
も
と
に
迅
速
に
処
理
さ
れ
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　

職
場
に
は
解
決
を
迫
ら
れ
る
多
く
の
課
題

が
あ
り
ま
す
。し
か
し
最
も
大
切
な
こ
と
は
住

民
奉
仕
の
精
神
を
か
ん
養
し
、徹
底
す
る
こ
と

で
す
。

　

信
頼
を
い
た
だ
く
な
か
で
町
民
皆
さ
ん
の

目
線
に
そ
っ
た
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
で
き
る
町

政
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

（　

次
号
に
つ
づ
く　

）

町
政
だ
よ
り

そ
の
52

日
出
町
長

工
藤　

義
見



定 期 相 談
新刊案内
「シンプルに生きる」
  ドミニック・ローホー　著
  幻冬舎　刊

「 新幹線と観光列車でめ
ぐる九州の旅

  日本鉄道旅行地図帳編集部　編
  新潮社　刊

図書館だより

　自分自身にかける時間を増や
すため、シンプルに生きる方法
を紹介する。

　九州新幹線　博多～鹿児島中
央間全線開業！九州の魅力を紹
介

休館日　　　2～ 5・8・9・16・22・23・26・29・30日

読み聞かせ
【ブーフーウーによる読み聞かせ】

　　とき　5月 14日（土）・28日（土）

　　　　　10時 30分～ 11時 30分

　　対象　幼児から小学生低学年

【ふむふむによる読み聞かせ】

　　とき　5月 27日（金）11時～ 11時 30分

　　対象　0歳～ 5歳くらいまで

問合先　　萬里図書館☎ 72－ 2851

「さまよえる戦国大々名
大友宗麟」

  米田　一雄　著　文芸社　刊

「 ペネロペ　ひとりでふ
くをきる」

  ひがし　かずこ　訳
  岩崎書店　刊

　頭が良く、判断力もある宗
麟。下剋上の時代に「いかに
生きるべきか」。宗麟の実像
に迫る。

プレゼントにぴったりの素敵な
ギフトブック。

●行政相談
ところ　役場新館3階332会議室
と　き　 5月6日（金）・24日（火）

10時～15時
問合先　総務課　☎73－3150

●心配ごと相談
ところ　役場新館3階332会議室
と　き　毎月第2火曜10時～15時
問合先　福祉対策課　☎73－3121

●障がい児・者等支援相談
相談先　 社会福祉法人「みのり村」み

のり障がい者生活支援センタ
ー　☎72－2818

●障がい児・者生活支援相談
相談先　 太陽の家障害者生活支援セン

ター☎72－1682（受付時間
：8時～17時）

●高齢者総合相談
相談先　 日出町地域包括支援センター

（健康増進課内）
　　　　☎73－3115

●家庭児童・母子婦人相談
相談先　福祉対策課　☎73－3121
　
●いつでも子育てほっとライン
相談ダイヤル　☎097－545－0110
　　　　　　（24時間　365日受付）

●無料人権相談所
相談先　大分地方法務局杵築支局　
　　　　☎0978－62－2271

●法律相談　（要予約）
ところ　 日出町保健福祉センター　相

談室
と　き　 毎月第２・４火曜日（祭日の

場合は休み）13時30分～16
時30分

費　用　 30分につき5,000円（収入が
一定以下の方及び多重債務の
相談は無料）

申込・問合先　大分県弁護士会
　☎097－536－1458
＊ 杵築市では毎週金曜日、国東市では
毎月第2・3・4木曜日に開催してい
ます。



に
つ
い
て
は
、
応
募
者
に
実
施
し

て
い
た
だ
き
、
そ
の
費
用
の
一
部

を
助
成
し
ま
す
。

▼
応
募
締
切　

６
月
17
日（
金
）

▼ 

問
合
先　

県
商
業
・
サ
ー
ビ
ス

業
振
興
課
☎
０
９
７
‐
５
０
６

‐
３
２
８
５

放
送
大
学　

生
徒
募
集

　

放
送
大
学
で
は
、
10
月
入
学
の

学
生
を
募
集
中
で
す
。

　

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
等
の
放
送

を
利
用
し
て
授
業
を
行
う
通
信
制

の
大
学
で
す
。

　

心
理
学
、
福
祉
、
経
済
、
歴
史

文
学
な
ど
幅
広
い
分
野
を
学
べ
ま

す
。

▼ 

出
願
期
間　

６
月
１
日（
水
）

〜
８
月
31
日
（
水
）

＊ 

資
料
は
無
料
で
差
し
上
げ
ま

す
。

▼ 

問
合
先　

放
送
大
学
☎
０
９
７

‐
５
４
９
‐
６
６
１
２

豊
の
国
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
シ
ル
バ

ー
作
品
展
作
品
募
集

▼ 

参
加
年
齢　

60
歳
以
上
（
昭
和

募 

集

街
な
か
に
ぎ
わ
い
プ
ラ
ン
推

進
事
業

　

県
で
は
、
商
店
街
を
よ
り
魅
力

あ
る
に
ぎ
わ
い
の
場
に
す
る
プ
ラ

ン
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

審
査
の
結
果
、
優
秀
な
プ
ラ
ン

○城下かれい賞味会
　2日間で合計1,000食準備していますが、今年は、４月15日
（金）～30日（土）の間、ハガキやインターネットで事前予約
を受け付けます。先着順になります。
　事前予約で1,000食に満たない場合は、祭り当日に販売します。
　食券の残り数については、ホームページなどでお知らせします。

　　○ステージイベント ○野外茶席
　　○ふるさとレストラン ○お祭り屋台
　　○漁師の味広場  ○別府湾クルージング
　　○農業見学ミニツアー ○城下まち歩き
　　○健康相談 ○子ども広場
　　○九州大骨董市 ○Ｋトラ市

＊ 5月13日～15日の夜には、下記の４店舗で「城下かれい」を
特別料金で召し上がれます。（要予約）

幸喜屋　　72－2421　　能良玄家　　72－2037
帯刀の庄　72－6944　　膳のえぐち　72－8558

問合先　城下かれい祭り実行委員会事務局☎73－3158
　　　　http://www.town.hiji.oita.jp

城下かれい祭り
●開催日　５月１４日（土）
　　　　　　　１５日（日）
●場所　日出小学校グラウンド
　　　　日出城趾周辺
●内容　

日出中央医院
診療
科目

内科  外科 (ペインクリニック）

院長 佐登 宣仁 顧問 大西韶治
入院施設有

夜間診療・訪問診療有 0977-72-25341

診 療 時 間 月 火 水 木 金 土 日／祝
午前9:00～12:00
午後2:00～ 5:30
夜間5:30～ 7:00

○
○
／

○
○
○

○
往診
／

○
○
／

○
○
／

○
4:00
／

／
／
／

胃腸内科  疼痛緩和内科  麻酔科

まちの掲示板



27
年
４
月
１
日
以
前
に
生
ま
れ

た
方
）

▼ 
募
集
作
品　

日
本
画
・
洋
画
・

写
真
・
書
・
彫
刻
彫
塑
・
工
芸

▼ 

申
込
期
限　

４
月
25
日
（
月
）

　

〜
５
月
25
日
（
水
）

＊ 

申
込
書
は
、
福
祉
対
策
課
に
備

え
付
け
て
い
る
ほ
か
、
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。

▼ 

問
合
先　

福
祉
対
策
課
☎
73
‐

３
１
２
１

h
ttp
://w
w
w
.h
iji.to

w
n
.o
ita.jp

講 

座

子
育
て
支
援
UP
プ
ロ
グ
ラ
ム

（
パ
ソ
コ
ン
講
座
）

【
ワ
ー
ド
応
用
講
座
】

○ 

と
き　

６
月
７
・
14
・
21
・
28

日
（
火
）
10
時
〜
12
時

○ 

と
こ
ろ　

Ｈ
Ｉ
Ｔ
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
ー
セ
ン
タ
ー

【
初
め
て
の
エ
ク
セ
ル
講
座
】

○ 

と
き　

６
月
２
・
９
・
16
・
23

日
（
木
）
10
時
〜
12
時

○
と
こ
ろ 

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

【
無
料
Ｉ
Ｔ
相
談
】

○ 
と
き　

６
月
２
・
９
・
16
・
23

日
（
木
）
13
時
〜
15
時

○
と
こ
ろ　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼
受
講
料　

２
，
８
０
０
円

▼
申
込
期
限　

５
月
20
日
（
金
）

＊
有
料
託
児
有
。

▼ 

申
込
・
問
合
先　

パ
ワ
ー
ウ
ェ

ー
ブ
日
出
☎
75
‐
８
６
３
７

消
防
設
備
士
試
験
準
備
講
習

▼ 

講
習
日
時　

７
月
24
日
（
日
）

９
時
30
分
〜
17
時

▼
講
習
場
所　

大
分
県
教
育
会
館

▼ 

受
付
期
間　

６
月
17
日（
金
）

〜
７
月
15
日
（
金
）

＊ 

申
込
書
は
各
消
防
本
部
に
備
え

付
け
て
い
ま
す
。

▼ 

申
込
・
問
合
先　

大
分
県
消
防

設
備
安
全
協
会
☎
０
９
７
‐
５

３
７
‐
３
１
２
５

甲
種
防
火
管
理
新
規
講
習

▼
と
き　

７
月
４
・
５
日

▼ 

と
こ
ろ　

杵
築
健
康
福
祉
セ
ン

タ
ー

▼ 

受
付
期
間　

５
月
30
日
（
月
）

〜
６
月
20
日
（
月
）

▼
申
込
書
提
出
先
・
問
合
先

　

 
大
分
県
消
防
設
備
安
全
協
会
☎

０
９
７
‐
５
３
７
‐
３
１
２
５

　平成20年度に地籍一筆地

調査を実施しました。

　4月8日付けで、藤原赤松

の一部において登記が完了

しましたのでお知らせしま

す。

■登記完了地域
　鳥屋、北台、立山、奥畑、

東山ノ口、西山ノ口、前上

川久保、上川久保、乙前上

川久保、長谷、後川、井ノ

辻

■問合先
　農林水産課地籍係

　☎73‐3154

地籍調査事業の
登記完了

腎臓内科

http://koumatu.or.jp/



30
分
〜
11
時
・
13
時
〜
14
時
30

分
▼
と
こ
ろ　

大
分
文
化
会
館

＊
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▼ 

相
談
内
容　

人
権
、
金
銭
、
不

動
産
、
雇
用
、
遺
産
相
続
、
家

庭
内
の
問
題
な
ど

▼ 

問
合
先　

大
分
地
方
裁
判
所

　

 

☎
０
９
７
‐
５
３
２
‐
７
１

６
１そ

の
他

緑
の
カ
ー
テ
ン
を
育
て
よ
う
！

　

大
分
県
で
は
、
省
エ
ネ
・
省
資

源
型
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
実
践

を
呼
び
か
け
る
「
四
季
折
々
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
」
を
展
開
中
で
す
。

　

「
緑
の
カ
ー
テ
ン
」
は
、
夏

場
、
室
温
の
上
昇
を
抑
え
る

「
天
然
の
ク
ー
ラ
ー
」
で
す
。
身

近
に
で
き
る
温
暖
化
対
策
に
取
り

組
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

＊ 

皆
さ
ん
の「
緑
の
カ
ー
テ
ン
」の

写
真
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

▼ 

問
合
先　

県
生
活
環
境
部

　

 

☎
０
９
７
‐
５
０
６
‐
３
０

２
４

法
人
登
記
の
取
扱
庁
が
変
わ

り
ま
す

　

こ
れ
ま
で
、
杵
築
市
、
国
東
市

及
び
日
出
町
の
会
社
・
法
人
登
記

事
務
に
つ
い
て
は
、
大
分
地
方
法

務
局
杵
築
支
局
に
お
い
て
取
り
扱

っ
て
き
ま
し
た
が
、
平
成
23
年
８

月
22
日
（
月
）
か
ら
大
分
地
方
法

務
局
登
記
部
門
に
お
い
て
取
り
扱

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
不
動
産
（
土
地
・
建
物

等
）
登
記
事
務
に
つ
き
ま
し
て

は
、
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

取
扱
庁
の
変
更
に
伴
い
必
要
と

な
る
登
記
申
請
手
続
き
は
ご
ざ
い

ま
せ
ん
が
、
会
社
法
人
等
番
号
が

変
わ
り
ま
す
。

　

現
在
お
持
ち
の
印
鑑
カ
ー
ド
は

そ
の
ま
ま
使
え
ま
す
。

▼ 

問
合
先　

大
分
地
方
法
務
局
登

記
部
門
☎
０
９
７
‐
５
３
２
‐

３
１
６
１

県
が
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を

支
援

　

県
で
は
、
高
校
生
が
職
業
理
解

を
深
め
、
早
期
離
職
防
止
を
図
る

こ
と
を
目
的
に
、
高
校
で
取
り
組

ん
で
い
る
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の

支
援
を
行
っ
て
い
ま
す

　

県
が
委
託
し
た
（
株
）
ス
ー
プ

ル
が
、
電
話
や
訪
問
に
よ
り
、
各

事
業
所
に
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の

受
け
入
れ
を
お
願
い
し
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
受
け
入
れ
に
つ
い
て
ご

協
力
く
だ
さ
い
。

▼ 

問
合
先　

大
分
県
雇
用
・
人
材

育
成
課
☎
０
９
７
‐
５
０
６
‐

３
３
４
３

求 

人

【
正
社
員
】

●
営
業
ス
タ
ッ
フ
21
人
●
設
計
１

人
●
販
売
員
１
人
●
正
・
准
看
護

士
６
人
●
理
容
師
１
人
●
カ
メ
ラ

組
み
立
て
・
検
査
50
人
●
理
学
療

法
士
１
人
●
現
場
管
理
３
人
●
薬

相 

談

人
権
相
談
ダ
イ
ヤ
ル

▼
受
付
時
間

　

８
時
30
分
〜
17
時
15
分

▼ 

相
談
内
容　

差
別
、
暴
行
、
虐

待
、
セ
ク
ハ
ラ
、
い
じ
め
な
ど

▼ 

相
談
員　

人
権
擁
護
委
員
、
法

務
局
職
員

▼ 

問
合
先　

大
分
地
方
法
務
局
人

権
擁
護
課
☎
０
９
７
‐
５
３
２

‐
３
３
６
８

無
料
法
律
・
人
権
相
談

▼ 

と
き　

５
月
12
日
（
木
）
９
時

　ゲストを招き、「暘谷ふれあ
い歌謡祭」を開催します。
　多くの方の来場をお待ちし
ています。

と　き　5月 29日（日）10時～
ところ　日出中央公民館
費　用　無料
ゲスト　三代沙也可さん
　　　　挾間玉代さん
問合先　
　暘谷ふれあい歌謡祭実行委員会
　☎72－ 9778

　

４
月
１
日
現
在
、
日
出
町
に
集
ま
っ
た
義

援
金
は
１
，
１
９
２
万
２
，
７
２
７
円
で
す
。

　

４
月
15
日
、「
日
出
町
支
援
の
会
」
で
話

し
合
っ
た
結
果
、
町
花
が
サ
ザ
ン
カ
、
面
積

が
ほ
ぼ
同
じ
な
ど
、
日
出
町
と
共
通
点
の

多
い
宮
城
県
亘
理
町
に
義
援
金
の
一
部
１
，

０
０
０
万
円
を
支
援
す
る
こ
と
を
決
め
、
工

藤
町
長
か
ら
亘
理
町
長
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

添
え
て
送
金
し
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
亘
理
町
を
中
心
に
義
援
金
だ
け

で
な
く
物
資
や
人
的
支
援
な
ど
の
支
援
を

行
っ
て
い
く
こ
と
と
し
ま
し
た
。
引
き
続
き

皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震

義
援
金

消化器科・肛門科・外科・内科
泌尿器科・人工透析・リハビリテーション科

鈴 木 病 院
速見郡日出町3904番6

TEL㈹ 0977-73-2131

TEL㈹  0977-73-2151
速見郡日出町藤原1691番地1

すずらんクリニック
介護施設すずらん

h t t p：// www . s u z u k i - h p . o r . j p

久寿会
医療法人

まちの掲示板



剤
師
７
人
●
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
よ

る
機
械
製
図
及
び
情
報
シ
ス
テ
ム

管
理
（
障
）
２
人
●
介
護
職
４
人

●
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
販
売
員
２

人
●
工
場
責
任
者
１
人
●
倉
庫
作

業
員
１
人
●
臨
床
工
学
技
士
１
人

●
医
局
秘
書
１
人
●
墓
石
の
営
業

２
人
●
調
理
員
２
人
●
重
機
オ
ペ

レ
ー
タ
ー
４
人
●
構
内
作
業
員
７

人
●
作
業
員
（
障
）
２
人
●
電
気

技
術
者
１
人
●
電
気
工
事
士
２
人

●
交
通
・
イ
ベ
ン
ト
警
備
員
５
人

●
レ
ス
ト
ラ
ン
ホ
ー
ル
２
人
●
板

金
塗
装
工
１
人
●
自
動
車
整
備
士

１
人
●
自
動
車
塗
装
工
１
人
●
清

掃
作
業
員
２
人

【
パ
ー
ト
】

●
小
学
校
理
科
支
援
員
２
人
●
小

中
学
校
理
科
支
援
員
１
人
●
接
客

係
３
人
●
調
理
補
助
員
２
人
●
夜

間
レ
ジ
係
１
人
●
レ
ス
ト
ラ
ン
宴

会
サ
ー
ビ
ス
ス
タ
ッ
フ
１
人
●
学

校
環
境
整
備
員
２
人
●
コ
ン
ビ
ニ

エ
ン
ス
ス
ト
ア
店
員
４
人
●
清
掃

員
９
人
●
弁
当
配
達
員
１
人
●
介

護
職
員
４
人
●
事
務
職
員
１
人
●

ス
ク
ー
ル
バ
ス
添
乗
員
１
人
●
ラ

ー
メ
ン
店
調
理
・
接
客
２
人
●
ワ

ー
ド
ロ
ー
ブ
業
務
１
人
●
食
肉
・

惣
菜
の
販
売
員
１
人
●
正
・
准
看

護
師
２
人
●
葱
調
整
作
業
５
人
●

組
立
・
検
査
員
３
人
●
接
客
・
調

理
補
助
２
人
●
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

ス
タ
ッ
フ
１
人
●
料
理
飲
料
サ
ー

ビ
ス
１
人
●
一
般
事
務
及
び
配
達

１
人
●
惣
菜
・
弁
当
製
造
販
売
員

３
人
●
包
装
・
接
客
１
人
●
食
器

片
付
け
２
人
●
薬
剤
師
１
人
●
食

品
加
工
販
売
２
人
●
警
備
員
３
人

●
家
庭
教
師
５
人
●
訪
問
看
護
師

２
人

▼ 

問
合
先　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
別
府

☎
23
‐
８
６
０
９　

日
出
町
商

工
観
光
課
☎
73
‐
３
１
５
８

お
誕
生
お
め
で
と
う

（　

）内
は
保
護
者
名
・
地
区
名

加
藤　

健た
け
る生
（
顕
一　

高
平
）

久
保　

華は
な
み
ち道
（
享
史　

太
田
）

佐
藤　

和か
ず
ま真
（
貴
俊　

太
田
）

佐
藤　

翔し
ょ
う
ま真
（
貴
俊　

太
田
）

井
村　

春は
る
か迦
（
浩
之　

太
田
）

宇
藤　

仁じ
ん　

（
靖
浩　

太
田
）

財
前　

夢む

う生
（
彰　
　

是
城
）

田

ひ
な
た
（
広
和　

中
の
三
）

西
元　

奏そ
う　

（
圭
介　

西
の
二
）

甲
斐　

悠は
る
と斗
（
伸
治　

西
の
三
）

林　
　

真ま
あ
や綾
（
稔　
　

佐
尾
）

井
上　

哩り

く空
（
正
一　

東
仁
王
）

阿
部　

日ひ
よ
り和
（
博　
　

東
仁
王
）

松
本　

竜り
ゅ
う
き希
（
真
二　

内
堀
）

岡
嶋　

祥し
ょ
う
ご吾
（
貴
寿　

内
堀
）

金
子　

美み
ゆ
う優
（
德
昭　

東
部
）

阿
南　

実み
ら
い来
（
仁　
　

一
北
）

ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す

　
　
（　

）内
は
行
年
・
地
区
名

末
綱　

ヨ
リ
ヱ（
90　

高
平
）

衛
藤　

マ
ス
ヱ（
90　

高
平
）

日
隈　

カ
ズ
ヱ（
91　

西
の
三
）

手
島　

德
文　
（
73　

西
の
三
）

中
𠩤　

キ
ク
エ（
102　

南
浜
）

重
田　

ト
ミ
子（
87　

佐
尾
）

手
嶋　

ア
キ　
（
85　

南
部
）

田
中　

秀
紗
慧（
13　

南
部
）

笠
置　

薫
雄　
（
91　

西
部
）

渡
邉　

荒
喜　
（
89　

一
北
）

小
石　

エ
リ
子（
55　

宗
行
）

河
野　

昭
一　
（
78　

大
峰
）

小
出　

諭　
　
（
61　

西
小
深
江
）

本
田　

眞
喜
美（
59　

内
野
）

木
付　

豊
子　
（
86　

北
大
神
）

戸
髙　

ミ
ヤ
キ（
96　

後
村
）

藤
本　

豪
慈　
（
48 

大
神
中
央
）

谷
口　

イ
チ
子（
88　

三
尺
山
）

上
野　

シ
ズ
ヱ（
100　

港
）

河
内　

ト
メ
子（
84　

真
那
井
）

八
坂　

賢
一　
（
91　

真
那
井
）

＊
以
上
３
月
届
出
分（
敬
称
略
）

■とき　5月 29日（日）

　　　　集合8時 45分　出発：9時 15分

＊雨天中止

■集合場所　黒岩公園　

■受付　当日受付　

＊団体で申し込む場合は事前予約が必要です。

■コース　 黒岩公園～山田湧水（休憩）～ザビエルの通っ

た道～西鹿鳴越道・西の峠～七ツ石山山頂～経

塚山（現地解散）

＊ 経塚山入口到着時に飲み物（ジュース・お茶）を差し上

げます

■参加費　200円（保険料・飲み物代等含む）

■問合先　日出町観光協会☎72－ 4255　

経塚山と七ツ石山新緑ハイキング
絶景の眺望とミヤマキリシマを鑑賞

鈴
木
養
鶏
場 

２
５
，
２
９
３
円

す
ず
ら
ん
食
品
館 

２
４
，
７
０
７
円

家
族
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実
行
委
員
会

 

４
０
，
２
６
８
円

川
野　

清 

１
０
，
０
０
０
円

工
藤　

幸
子 

１
０
０
，
０
０
０
円

（
有
）
山
下
商
店 

１
０
０
，
０
０
０
円

西
小
深
江
老
人
ク
ラ
ブ 

３
０
，
０
０
０
円

日
出
町
教
育
委
員 

１
５
，
０
０
０
円

日
出
地
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

 

３
６
，
０
０
０
円

日
出
町
職
員
共
済
会 

５
０
０
，
０
０
０
円

藤
原
フ
ェ
ア
リ
ー
ズ 

２
０
９
，
８
４
６
円

炭
焼
き　

丈
ち
ゃ
ん 

３
０
，
０
０
０
円

豊
岡
地
区
婦
人
会 

１
０
，
０
０
０
円

中
の
二
宮
川
西
班 

５
０
，
０
０
０
円

藤
原
区
長
会 

５
０
，
０
０
０
円

浜
田　

邦
弘 

１
０
，
０
０
０
円

大
神
地
区
老
人
ク
ラ
ブ 

５
１
，
０
０
０
円

利
光
光
男 

１
０
，
０
０
０
円

坂
本　

敦 

１
０
，
０
０
０
円

岡　

義
道 

１
０
，
０
０
０
円

中
島　

清 

１
０
，
０
０
０
円

則
次
老
人
ク
ラ
ブ 

５
０
，
０
０
０
円

松
本
伊
勢
松 

１
０
，
０
０
０
円

松
本
ユ
キ
エ 

１
０
，
０
０
０
円

サ
ン
ラ
イ
ズ
酒
井
病
院

 

１
，
０
０
０
，
０
０
０
円

サ
ン
ラ
イ
ズ
酒
井
病
院
職
員
一
同

 

６
０
３
，
０
０
０
円

Ｂ
Ａ
Ｓ
Ｅ-

１ 

７
３
，
９
５
０
円

＊ 

今
月
号
の
掲
載
は
、
４
月
１
日
ま
で
に

１
万
円
以
上
の
義
援
金
を
い
た
だ
い
た

方
の
み
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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M
a
y

「城下かれいくん」がCMにカレンダーに大活躍

日出町の人のうごき

（　）内は前月比
      　内は昨年４月１日比

人　 口 28,610 （－ 18） ＋ 47
　　　 男 13,679 （－ 14） ＋ 14
　　　 女 14,931 （－ 4） ＋ 33

世帯数 11,448 （＋ 16） ＋ 91

南端
豊岡
日出
藤原
川崎
大神

（－ 1）
（＋ 11）
（－ 9）
（－ 8）
（－ 6）
（－ 5）

317
7,228
5,872
3,827
5,842
5,524

平成23年4月1日現在の
　　　 住民基本台帳の登録人口

　

今
年
度
の
「
日
出
町

く
ら
し
の
カ
レ
ン
ダ
ー
」

に
は
、
月
ご
と
に
か
わ

い
い
絵
が
描
か
れ
て
い

ま
す
。

　

描
い
た
の
は
、
二
の

丸
館
に
勤
務
す
る
原
田

あ
ゆ
み
さ
ん
で
す
。

　

小
さ
い
こ
ろ
か
ら
絵

を
描
く
こ
と
が
大
好
き

だ
っ
た
と
い
う
原
田
さ

ん
。
昨
年
、
城
下
か
れ

い
祭
り
の
会
場
を
訪
れ

た
際
、
多
く
の
人
で
に

ぎ
わ
っ
て
い
る
の
を
見

て
、「
城
下
の
カ
レ
イ
た

ち
も
き
っ
と
喜
ん
で
い
る
は
ず
！
」
と
、
そ
の
カ

レ
イ
の
気
持
ち
を
イ
ラ
ス
ト
に
描
き
、「
城
下
か

れ
い
く
ん
」
と
名
付
け
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
、「
城

下
か
れ
い
く
ん
」
の
日
常
生
活
の
ス
ト
ー
リ―

を

考
え
イ
ラ
ス
ト
を
描
き
始
め
、
二
の
丸
館
内
の
ボ

ー
ド
に
張
り
付
け
て
い
き
ま
し
た
。

　

来
館
者
か
ら
は
、「
か
わ
い
い
、
お
も
し
ろ
い
」

と
評
判
と
な
り
、
二
の
丸
館
の
観
光
キ
ャ
ラ
ク
タ

ー
に
。

　

そ
ん
な
と
き
、「
く
ら
し
の
カ
レ
ン
ダ
ー
」
の

制
作
者
か
ら
突
然
「
カ
レ
ン
ダ
ー
に
使
い
た
い
か

ら
イ
ラ
ス
ト
12
枚
を
10
日
ほ
ど
で
描
い
て
ほ
し

い
」
と
依
頼
が
あ
っ
た
そ
う
で
す
。「
自
分
が
描

い
た
も
の
に
興
味
を
も
っ
て
く
れ
る
人
が
い
る
の

は
と
て
も
あ
り
が
た
い
こ
と
」
と
引
き
受
け
る
こ

と
に
。
実
は
こ
の
と
き
、
か
ぜ
を
ひ
い
て
体
調
が

あ
ま
り
よ
く
な
か
っ
た
原
田
さ
ん
。
短
い
期
間
の

中
、
絵
の
構
成
を
考
え
る
こ
と
か
ら
始
め
ま
し
た
。

そ
し
て
、
町
内
の
観
光
地
に
「
城
下
か
れ
い
く
ん
」

を
登
場
さ
せ
、
か
わ
い
い
イ

ラ
ス
ト
が
完
成
し
ま
し
た
。

来
館
者
か
ら
『
カ
レ
ン
ダ
ー

が
欲
し
い
』
と
言
わ
れ
る
と
、

と
て
も
う
れ
し
い
と
笑
顔
で

話
し
ま
す
。

　

こ
の
「
城
下
か
れ
い
く
ん
」

を
登
場
さ
せ
た
日
出
町
の
Ｃ

Ｍ
も
制
作
し
ま
し
た
。
こ
れ

を
大
分
朝
日
放
送
の
「
大
分

ふ
る
さ
と
Ｃ
Ｍ
大
賞
」
に
出

展
し
た
と
こ
ろ
、
見
事
２
位

を
獲
得
し
ま
し
た
。
こ
の
Ｃ

Ｍ
は
「
城
下
か
れ
い
く
ん
」

が
ユ
ニ
ー
ク
な
動
き
を
し
な

が
ら
日
出
町
の
観
光
名
所
を

紹
介
す
る
と
い
う
も
の
で
、
大
分
朝
日
放
送
で
50

本
放
送
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ

う
に
大
人
気
の
「
城
下
か
れ
い
く
ん
」
を
誕
生
さ

せ
た
原
田
さ
ん
。「
日
出
町
に
は
た
く
さ
ん
の
名

所
が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
を
訪
れ
る
観
光
客
に
町
の

良
さ
を
伝
え
ら
れ
る
よ
う
に
が
ん
ば
り
ま
す
」
と
、

最
後
に
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　　情報をお待ちしています
「何かに一生懸命に打ち込んでいる
人」、「目標に向って頑張っている
人」などを紹介するコーナー
「輝くひじ人」に掲載する人の情
報をお待ちしています。
連絡先　政策推進課広報広聴係

☎ 73‐3116　
FAX 72‐7294　

原田あゆみさん（31）西小深江

ユニークな動きで町をPRするCMでの一コマ


